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視聴覚教育 と言われ るものは,二 つ に分け ることでできる。 一つは,視

聴覚媒体が一定の カ リキ ュラムに よって,教 材 と して構成されていて,授

業 はその媒体 を主教材 と して進め られ る とい うもの。 もう一 つは,普 通 の

教科 書を使用す る授業で,視 聴覚媒体が補助的 に利用 される場合であ る。

前 者には,映 画 フイル ム ・VTRテ ー プ ・ス ライ ド・OHPト .ランスパ レ

ンシー 。録音 テープ ・レコー ドな どが利 用され る。後者では,上 記の媒体

のほかに,よ り広汎な 日常的教具 も使われ る。厳密 な意味で視聴覚教育 と

呼ばれ るのは前者 の方 であ って,近 年,盛 んに研究が行われ,教 材 の開発

も進んでいるので,将 来は,技 術 の進 歩につれ て,大 いに普及す るであろ

うと思われる。 それ に対 して,後 者の方は視聴覚媒体 を授業 に補助的 に利

用す る ものであ って,視 聴覚教育 とい うよ りも,視 聴覚的手段 を取入れ た'

授 業 とで も言 うべ きであ ろ う。 この方法は簡便であるため,一 般 に広 く行

われてい る。 しか し,簡 便 であるだけに,便 宜的に,安 易に行 われ てい る

ぎ らいがあ る。 そ こで,本 講 では,後 者 の視聴覚的手段 を授業 に取 入れ る

場合 について,筆 者の体験 を交 えて述べ てみ よ うと思 う。

1.提 示の場合

学習者の母語あるいは他の外国語を使わないで教える,い わゆる直接法

による授業では,新 出語の意味を教えるとき,実 物 。絵 ・写真などを見せ

るという方法に頼らざるを得ない。 もっとも,課 が進んでいくにつれて,

既習の日本語を使って解説する,同 意語を与る,あ るいは例文を示すなど
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の方法で,新 出語を処理することが多 くなってい くが・入門初期では・上

にあげたような視覚的手段に頼 るほかない。 したがって,そ の環階で提出

でぎる単語と言えば,実 物 ・絵 ・写真 ・身振 り・動作などによって示すこ

とのでぎる具体的なものに限 られ る。(動詞 ・助動詞 も当然最初から出て

くるけれ ども,こ れらは,単 語 としては提出されないで,文 型によってそ

れぞれの用法が教 えられ る。)それ ゆ えに,直 接法用の教科書では,抽 象

的な意味を表わす単語一一r授 業 ・勉強 ・意味」などとい う語すら,入 門

初期に提出することはできないQそ のような語を早 くから教えようとすれ

ば,ど うしても対訳によって意味を与えなけれぱな らないので,多 くの教

科書が,新 出語の対訳を載せている。そこで,こ のような教科書を使づて

教える場合には,視 覚的手段を必要 としないか と言 うと,決 してそ うでは

ない。上記のような教科書を使用す る教育で も,提 示の時から日本語で授

業が進められるのである。それは,日 本語の体系の知識のみを 目標とする

のではなく,日 本語の運用能力の修得を目標 とするので,提 示の段階から

日本語のみによる方が効果的であるという考えに基づ くのである.こ の方

法は,対 訳を与えている(印 刷の形によってであるが)の で,厳 密な意昧

での直接法とは言えないが,対 訳法 とも言えない。 しいて言えば,両 者の

長所を採 った折衷法とでも言えようか。

このような方法による授業では,提 示は次のように して行われ る。まず,

具体的なものを表わす語の意味を視覚的手段に訴えて与える。.次に,そ の

語を含む文型を提示する。そのときも・視覚的手段が採られる。 こうして

文型を導入しておいて,さ きの具体的意味の語を抽象的な単語に置ぎ換え

てい く1具 体例を示そ う。r本 ・新聞 ・字 ・チ ョー ク,ペ ン」 な どは既習,

r読む ・書 く ・勉強す る ・教 え る」が新 出で・文型 としては・「 を一

ます」 を提示す る ものとす る。

(本 をあけて 目で行を追 いなが ら)

「本 を読み ます。」

(同 様に新 聞を使 って)
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r新 聞 を読み ます6」

(チ.ヨークを取 り上げなが ら)

「チ ョー クを取 りますo」

(ペ ンを取 り上げ な力三ら)

rペ ンを取 ります。」

(黒板 にチ ョー クで字を書 きなが ら)

「字 を書 きます 。」

この ように して,「 一 を一 ます」 とい う.文型 を視覚 に訴 えなが ら導

入す る。続 いて,学 習者 自身に本 ・新 聞 ・ペ ンな どを持 たせ て,上 と同様

に言わせる。 それが言 えれば,こ の文 型を学習者が 自分 の ものに した こと

が分か る。あ とは,対 訳 に よって教えたr日 本語 ・勉強 す る ・教 え る」な

どを文型の中 の語 と置 き換 えていけば よい。

以上はほんの一 例に過 ぎないが,新 しく提示 され る語 と文 型を,音 声 と

して耳 で聞 ぎなが ら,目 では意味を理解す ることができる。 さらに,学 習

者 自身が,本 ・新聞 ・ペ ンな どを持 って,同 様 の文を言 うこと}4よ って,

理 解す る と同時 に,表 現の練習へと進む こ とが できる。 しか も,母 語を仲

介 と しないで,理 解 と表現の練習が できるのは,視 覚媒体を使 うか らであ

るP

視覚媒体 として使用 され るものには,次 の ような ものがあ 喬。

.2.視 覚 媒 体

(ユ)実 物

教室内の備品,教 室 に持込み可能 の もの,教 師 自身 の体 ・身振 り ・動 作

な ど。

(2)模 型

教室内 に持込めない ものは,漢 型を使用す る。お もち ゃ.にも利用で ぎる

ものがあ る。季節外れの花や果物は造花や ろ う細工で代用 で きる。

(3)写 真 ・ス ライ ド
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模型 よ りも広範 囲にわた る場合 に使 用で きる。初心者で も間違いな く写

せ るカメラが普及 しているので,写 真を教 育に利用す る こと も以前 よ り容

易にな ったが,そ れ で も,数 多 くの写真を撮影 す るのは,経 済的 ・労力的

に負担が大 ぎい、 ぞこ」Gグ ラフ ・ポ スター ・カタ・グ ・雑誌の 口絵な ど

を利用す る。必要 な部分を切抜いて,厚 手 の紙 に張 って倹 う。数枚の切抜

ぎを張 り合わせて,一 つの情景 を作 り出す こともで きる。

(4)絵 画 ・図

絵は,必 要 な ものをなんでも描いて示 す ことが で きる。 また対象を単純

化 し,強 調 して示す こともできるので,概 念を与え ることにおいては,上

にあげた もの よ りも有利 であるが・.それには技術 を要す る。特に美術的 で

あることを要 しない。教室 で黒板 に必要な絵 を素早 く描 くとい うことは,

教 師に必要な能力である。略画 の描 き方を練習 してお くとよい。略画事典

な どが参考になる。

3.使 用 方 法

名詞 につい七は,上 位概念を与 え ようとして,下 位概念の ものを持 って

きて失敗する ことが ある。 例 え ば,r花 」 とか 「果物」 とか は・数種類 の

ものを併せ示 さないと,花 や果物 の概念は与え られ ない.さ くら の 花 は

「さ くらの花」であって,r花 」 ではない。r自 動車」「飛行機」な.ど も 同

様 にむずか しい。 これ らは,ま ず下位分類 によって,一 つ一 つの語 を与 え・

それ らを総称す るもの として・上位概念 を表わす語を教 える ようにす る。

また,「 家」 とい う語を教 え る の に,日 本家屋 の写真一枚 を示す と,「 日

本 の家」 と受け止めかねない。以上 のよ うな場合は 訳 語 を 併 用 す る とよ

いo

地 名が出て きた ら,必 ず地 図を使 って,位 揖 を確認 させ ることが大切 で

あ る。

形容詞 では,形 ・色 ・状 態な ど,視 覚 に訴 えなが ら提 示で きるものが少

な くないが,例 えぱ,大 小 ・高低 ・長毎 ・広狭 ・深浅 ・軽重 ・遠近 ・明暗
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な どのよ うに,対 照的な ものを同時江示 して,比 較に よって教 えない と理

解 で きない。

動作に よって動詞を示 す ときは,そ の動作に必要なモ/を 使 って しない

と,単 な る身振 りにな って しまう。身振 りは,民 族に よって異な るものが

多いので正 しく理解 されない ことがあ る。「飛 ぶ」r泳 ぐ」 とい う動詞を身

振 りで伝 えるのは困難 で あ る。「飛ぶ」を教 えるのに 「跳 ぶ」動作 をすれ

ば,誤 解を生 じる。 これ らは,む しろ絵や写真を使 う方が よい。 ただ し,

1枚 の絵だけでは,「 …… している」 とい う意 味に解 され るおそれが あ る。

そ こで,動 作を始め よ うとす る絵 と動作を終 えた と二ろの絵を示 し,完 了

形 も同時に教 える と,そ の動詞の意味が 明確 になる。例 えば,「 食べ ます」

を表わす のに,食 べてい る絵1枚 では 「食べ ています」にな って しまう。

人が食べ物を前に置いた絵 と,食 べ七 しまって皿が空にな った絵 とを示 し

て,r一 を食べ ます」r一 一を食べ ま した」 とい うようにす る方が よい。

r行 く」「帰 る」 は教室 内 で教師が動作 で示 しても,そ れはr歩 く」 と

理解 され るか も知れな い。出発点か ら到着点 までを点線 と矢印で結び,そ

の線 の上を人が歩 いてい る絵を示す ことに よ って・「行 く ・帰 る」を表わ

す ことがで きる。「行 く。来 る」を対比す るに は,向 う向 ぎに歩 いてい る

人 と,こ ちら向 きに歩 いて いる人 とを対照 して示す。遠近法 によって,・人

の姿が遠 く小 さ くな った ものと,大 き く近 くな った ものとを併用すれば よ

り的確 に表わす こ とが できる。.

動 作を表わすには,映 画やVTRの よ うな,動 きゐあ る視覚媒体を使わ

なければ な らない と考 える人があるか も知れ ないが,必 ず しもそ うい うも

のを使わ なければ動作が表わせない とい うことはない。実際 に使 ってみ る

と分かるのだが,む しろ静止 した写真 あるいは絵 による方が,学 習者に的

確 に伝え られ ることさえあ る。

数詞 ・助数詞は単 に数 を唱 えて覚 えさせ た り,数 字を読 ませた りす るの

みではな く,(そ れ も必要 ではあるが)実 際に物や人を数えてみ せ た り,

数 えさせ た りしな ければ な らない。 それには,数 え るモ ノを 用 意 しな1ナ
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ればならない。 時刻 ・月 日 ・曜 日な どを 提 示 す る と ぎ も,必 ず時計の

模 型(文 字盤だけ でいい)や カ レンダーの実物 を使 って教 え る こ とであ

'る
o

4.、 自動詞 ・他動詞

日本語 の 自動詞 の意味 。用法を教 え るのはなか なか難 しい。学習者が苦

労 して,「 見 える ・見 る,あ く ・あける,し まる 。しめ る」な ど と,自 他

の対応 を丸 暗記す るこ とが できて も,実 際に使 って教 えなけれ ぱ,用 法 は

飲み込 めない.1と ころが,ち ょっと した道具を痩 って教え ることに よって,

自動詞 の意 味 ・用法 を確実 に習得 させ ることがで きるのであ る。

例をr見 える ・見 る」 に取 ろ う。r見 る」 は 「一 を一 ます」 の文 型

によって容易に教 える ことが で き る が,r見 え る」の方は単語 として対訳

を与えて もうま くいかない。 では,ど うす るか と言 うと,ま ず,赤 ・青 。

黄色な どの色の セ ・ハ ン紙を用意す る。 は じめ に,白 い紙を 見 せ て,rど

んな色ですか」 と学習者に き くと,「 白いです」 と答 える,次 に・赤いセ

・ハ ン紙を通 して見 させて,r赤 く見え ますか」 ときくと,一 瞬戸惑 って,

r赤 く見 えます」 と答 えるだろ う。 もし答 えなか った ら,「 赤 く見 えます」

と教 えて言わせ る。青 いセ ロハ ンを通 して見 させ て,同 様 に き く と,r青

く見 えます」 と答 える。 このよ うに して,次 々に学習者 にセ ロハ ンを通 し

て見 させ,同 じ質 問を繰 り返 し,「 見 え ます」 を使 って答 えさせ る。そ こ

で,こ ん どは レンズを持たせて,細 かい字 を見 させ る。 そ して,r大 き く

見え ますか」 とき くと 「大 き く見え ます」 と答 えて くれ る。「見 える」を

単語 として教 え る前 に,学 習者は,ち ゃん とr見 え ます」 を使 って答 える

か ら妙 であ る。 さらに,お もち ゃの望遠鏡 を渡 して・遠 くの方 を見 させ・

r何 が見 えますか」 とぎ くと,「 何 々が見 えます」・「遠 くに見 え ます か」

「近 くに見 えます」 な どの問答 をす る。 このよ うに して クラスを一巡す る

ころには,完 全に 「見 えます」.の用法を会得す る、

「聞 こえるゴを教 えるには,小 さなポケ ッ トラジオを使い,音 量 を大 ぎ
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くした り,小 さ く絞 った り して,「 聞こえますか」 「聞 こえ ます」 「聞 こえ

ません」 を繰 り返 しなが ら,机 のあいだ を歩 く。 こ の よ うに して 「見 え

る 。聞 こえ る」が使 える ようになったとき,動 詞に 自動詞 と他動詞 の区別

が あること,自 動詞 には助詞 「を」 では な くて,rが 。は」が使われ るこ

とを教 える。r一 を歩 く」 のような ものは別 に教 える。

「あ く・しまる ・あが る ・さが る」な どは少 々工夫 を 要 す る。「あ く」

を教え るとき,教 師が ドアを 自ら あ け て,「 ドアが あ きます」 と言 うの で

は,「 あける」 との違 いは理解 され まい、 もともと,自 動詞は,他 の力が

加え られな いで,そ のもの 自体が動作す ることを意 味す るのであ るか ら,

教 師が手を使 ってあけておいて,「 あきま した」 で は,学 習者は 「あけ ま

した」 との区別がつかな くなる。 ここは どうして も,自 発 的に動作をす る

一 少 な くともそ う見え るよ うな モノを使 わなけれ ばな らない。ふたが 自

動的にあ き,自 動 的に しまる箱,そ ラい った仕掛 のあるものを見 付けて く

るか,自 分で作 るか しなければな らない。筆者 は,弾 力性 のあ る鋼鉄 の針

金 とごムひ もを手 ごろな箱 に取付けて,留 め金を外す とふ たが 自動的 に開

き,開 いたふたが 自動 的に しまるように した。 この箱 を 使 って,「 あ く ・

しまる」 の演示 を した上 で,学 習者に持 たせて,同 様に演示 しなが ら 「ふ

たがあ きま した」rふ たが しまります」な どと言わせ るの で あ る。ふ たが

跳ね るよ うに開 くときの音 と手に伝 わる感触,そ ういった ものが,「 あ く」

とい う自動詞 を感覚的 に会得 させ るのではないか と思 う。

「あが る ・さが る」 を会得 させ る ときは,次 の よ うな工夫 を した。 まず

30セ ソチ ぐらいの細 い棒(竹 で も木 で もい い)を 使 って,テ ンビンを作 っ

た.両 端 に浅 い受 け皿をひ もでつ る した。受け皿 には,イ ンス タン ト・コ

ー ヒーの大び んのふたがち ょうどよか った。棒の中央 にひ もをっ けて,手

に持 ち,受 け皿に,重 さの違 う物 を載せ ると,一 方 はあが り,他 方は さが

る。 この場合,物 をのせ るのは人 の手であ るが,上 が り 。下が りするのは

人の力によるので はない。 このよ うな物を学 習者 自身が使 って,「 あが る。

さが る」 とい うことばを使 ってい る うちに,意 味 ・用法 は体験 的に会得 で
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ぎるわけであ る。

なお,こ のテ ンビンを使 って,「 重ければ下が ります」「軽ければ上 が り

ます」 な どと言 って,条 件 の言い方の提 示や練習をす る こと もでぎるな ど,

工 夫をすれ ば,ま だまだ いろいろの場合に使え るのである。

自動詞には,自 発 的にする動作 を表わす もののほかに,外 か らの働 きか

けに よって,あ る動作 をする性質を持 ってい ることを表わす ものが ある。

ライ ターの火がつ く,錠 があ くなどがそ うであ る。 ガスの切れ た ライ ター

を渡 して,「 つけて ください」 と言 うと,学 習者 は二,三 回試 みた上 で,

き まった ように,「 つける ことが でぎません。」 と言 う。錠に合わない カギ

を渡 してrあ け て くだ さい」 と言 うと,こ れ も必ず と言 っ て い い く らい

「あけ ることが で きませ ん」 と言 うのである。 これ らはそれ ぞれ,「 つ ぎ

ませ ん」rあ きません」 と言 うべ ぎであ ると教 える。 このよ うな とき,「 つ

きません」「あ きません」 と言わなけれ ばな らない とい う こ と は,こ とば

だけ'の説 明で はなかなか身につかない ものであ るが,こ うしたモ ノを使 っ

て指導す るときは抵抗 もな く,容 易に会得で きるのであ る。

5.練 習の場合

口頭表 現練 習では,表 現すべ き内容 を絵 ・写真 ・ス ライ ドな どで示す こ

とがで きる。 授業が進 むに従 って,よ り複雑 な内容の表現 を要求す るよ う

になると,枚 数を増やせば よい。 この方法 は,外 国語で内容 を与 えて対訳

的練習 を行 うの と違 って,学 習者各 自の発想 を表現に織 り込む ことがで き

るのである。同 じ目的で,絵 や写真 の代 りに録音 テープで音を聞かせ て,

表現練習 をさせ ることもで きる。 聞かせ るのは,こ とばではな く・ いわゆ

る効果 音の ような ものであ る、例えぱ,ド アを しめる音,廊 下や歩道 を靴

で歩 く音,下 駄 で歩 く音,電 話のベル,街 の騒音,自 動車 。電車 ・ジェ ッ

ト機 の発進音,バ スや トラヅクの走 る音,急 ブ レーキの音,駅 のスビーカ

ー,小 鳥 の鳴 き声,雨 の音,風 の音,雷 鳴な どな ど。 これ らを聞いて,な

んの音,ど んな場合の音な どを言わせ る。 さらに,こ の うちのい くつか を
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粗み合わせて聞かせ,そ れに基づいて話 させる。または作文をさせる。 こ

うすると,学 習者の個性的な発想の違いで,種 々の内容の ものが得 られ

る。これは発想を刺激することのできる練習である.

問答練習も,実 物 ・絵 ・写真などを使って行えば,こ とばだけの場合 と

違って,具 体的な,実 際的な問答が行われ る。 ことばによる想定に基づ く

のではなく,現 実の場面を踏 まえた,生 きた問答が行われ るのである。

学習者自身に選ばせた実物 ・絵 ・写真 ・絵葉書などを使 って,自 由に話

をさせる。または作文に基づいて話させる。母国の写真,旅 行 の際 の写

真 ・絵葉書 。みやげ物などがよく選ばれる。

日本の交通事情 ・車の渋滞 ・歩道橋 ・駅の放置自転車そのほか,現 代 日

本の特徴的な風俗の写真などを示 して,外 国人から見ての感想 ・批判など

を述べさせることもできる。作文を書かせるのもよい。

従来,教 師 と学習者は,そ れぞれ教科書を仲立ちとして問答を行ってき

たが,視 覚的手段を教授法に導入することによって,教 師と学習者は,モ

ノを仲立ちとして問答を行 うようになり,実 際の場面に即 した,生 きたこ

とばによる学習が行われるようになる。中級以上の読解学習は別 として,

口頭言語能力の修得を目的とする授業では,提 示であれ,練 習であれ,つ

ねに教師と学習者とが共有する場面に基づいて対話が行われなければなら

ない。その場面を形づくるのに欠 くことのできないのが視聴覚的手段であ

ると考える。場面に基づ く対話は,学 習者の発想を刺激 し,個 性的な内容

の表現を促すことになるのである。

6.注 意 事 項

(1)視 覚 媒体は,そ の課 の授業 に最 も効果的であ ると考 え られ る ものを

重点 的に選んで使 うべ ぎである.多 種多様 のものを無計 画に寄せ集 めの状

態 で使 えば,学 習者の集注力は散漫 になる。 目先が変 って,見 ていて飽 き

ないとい うことをね らい としてはならない。ただ し,あ る方針 に従 って,

地 図 ・ポスター ・列車時刻表 ・乗車券 ・写真 ・スケ ッチな どを系統的 に順
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序立 てて使用す るのはよい。

(2)多 種 多様 な ものを集め るのではな く.,同 じ種 類,同 じ目的の ものを

多数用意す る。一つ の ものを,繰 り返 し使 えば,刺 激 は弱 くな り,効 果 は

薄れ て くる。 ただ し,一 度使 った ものは捨てないで整理 ・像存 し,他 の機

会 にまた使 えるよ うに してお く。そ して,新 しい ものを補充 してい く。 他

の教師 と共有 の財産 とす ること も賢明な方法 云ある。

(3)見 せ るだけではな く,学 習者に使わせ る ことが大切 であ る。 クラス

中 まんべ んな く使わせ るために も,同 種 類の ものを多数用意す ることが必

要 である。

(4)授 業 の途中か ら使 うものは・ 使 うまで見せ ないでお く。使 う前 に教

卓の上 に並べておいては,い ざ使 うときに新鮮味 を失 う。 使 うまでは,バ

ッグか箱 の中に しまってお く。 き ょうは,何 が入 って いるか と,期 待感 を

持たせ るのが よい。
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